道本部青年部第31回定期総会承認済み

　　　　　第12次青年部組織強化方針第３年次総括と
第13次青年部組織強化方針の推進課題
＜３年次総括＞
１．はじめに

　道本部青年部は、「学習・交流・実践」を運動の柱に据え、単組・総支部、地方本部の強化から道本部青年部を強化していくため、2014年度（2013年９月）の道本部青年部第28回定期総会で第12次組織強化方針を決定し、運動を進めてきました。
　この第12次組織強化方針は2017年度（2016年９月）にむけて総括し、見直すこととしています。

２．組織体制の整備と強化
（１）青年部のあり方について

　　青年部存続問題は、青年部組織の必要性を確認しながら、青年部のあり方を議論するとともに、青年が結集できる場をつくり、組織強化をめざすこととしてきました。
　ここ数年は、新規採用も増加傾向にあり、青年部としての活動を再開する単組も増えていますが、依然として青年部組織を確立できていない単組もあります。また、急激に組織人員は増えているものの年齢構成がアンバランスな状況から、経験年数が短くても役員を担わなければならない状況や組織人員増加に伴い、仲間へ丁寧な関わりが出来ないなど組織運営に苦慮しているという悩みも出されています。
　そうしたなか、地方本部や近隣単組・総支部の呼びかけにより、合同での学習会から組織強化につなげている事例も増えています。また、道本部青年部が開催する「役員セミナー」や地方本部が主体的に担う「新入組合員コース」などを開催することで、次代の担い手育成や若い仲間の学習・交流の場として有効な取り組みとなってきています。こうした取り組みを継続させながら、引き続き、青年部組織の必要性を確認し、青年が結集できる場をつくっていくことが重要となっています。また、職場課題として多く出されている人員不足解消にむけ人員確保闘争の強化や組織率向上にむけた新規採用者の組合加入対策の取り組みも強化をしていく必要があります。

　　
（２）男女がともに担う青年部運動について

　　青年部は、性別を問わず概ね30歳以下の青年が参加・結集することとし、青年部運動の前進をめざしてきました。

　　道本部青年部の春闘討論集会や交流集会への女性参加比率は、20％前後の水準となり、女性の集会参加は横ばいの状況にあります。一方、地方本部役員への女性役員の配置の状況では57人中６人、道本部幹事会は18人中４人（副部長および渡島地本、岩見沢地方協、釧路地方協）となっています。　　　　今年度は、地方本部役員および道本部女性幹事が昨年度より増えたことで女性青年層との関わりを今まで以上に広げることにつながりました。
　このように、青年部運動は男女を問わずに担っていく意識と議論は広がっていますが、まだまだ道本部・地方本部の役員を担っている女性の割合は低いのも事実であり、その原因の把握・改善に取り組み、基本組織・女性部との連携をはかりながら、性別を問わず概ね30歳以下の男女がともに担う青年部運動の構築をめざしていかなくてはなりません。
（３）単組・総支部・地方本部・道本部の体制強化

　　第12次組織強化方針では、単組・総支部、地方本部、道本部の推進課題を明確に示しながら、青年部の組織強化をめざしてきました。
　　単組・総支部の強化では、幹事会の定例化（月１回以上）、教宣紙の定期発行（月1号以上）という方針を確立したなかで、先ずは組織実態調査に取り組み2016年度の単組の実態把握を行ってきましたが、業務の忙しさなどから「集まることすら出来ていない」単組・総支部があることも事実であり、担い手不足なども重なり、活動が停滞している状況も明らかになっています。

幹事会や教宣活動は円滑な組織活動を進めるうえでの必要不可欠な活動です。引き続き、道本部・地方本部・単組・総支部の連携を密にしながら、組織強化方針の実践を追求していく必要があります。

　　また、地方本部・道本部の強化では、地方本部・道本部の幹事会への教宣紙の持ち寄りをはじめ、道本部の各種集会での「道本部ホームページ」紹介チラシの配布を行ってきました。各単組の運動交流、情報の共有化、組合員に見える運動を展開していくためにも、教宣紙やホームページは重要な手段であり、引き続き、取り組みを強化していかなくてはなりません。

【2013年９月　第28回自治労北海道本部青年部定期総会で確認】
第12次青年部組織強化方針

１．男女がともに担う青年部組織の確立にむけて

自治労北海道本部青年部は、青年部・女性部に独立して28年目を迎え、全単組・総支部・地方本部での青年部組織の確立から、組織強化をめざし運動を進めてきました。

　自治体職場では、「財政難」「行財政改革」「震災からの復旧・復興」などを理由としながら、地方交付税の削減にともなう賃金削減の強行や退職者不補充などの人員削減、民間委託などあらゆる合理化が強行され、青年労働者が不満や不安、憤りを蓄積させていることは、この間の取り組みでも明らかとなっています。

しかし、そうした思いもなかなか職場での運動に結びついていない状況もあります。この間、「役員の担い手不足」「周りから浮くのが恐い」「集会等では不満や不安の声も出るが、職場に戻ると目の前の仕事に流される」といった声も出されています。また、近年は新規採用も増加傾向にありますが、依然として青年部の存続問題に直面している単組や、急に組織人員が増えたことで組織運営に苦慮している仲間、経験のないまま役員を担いさまざまな面で苦労している仲間もいます。

青年部は、性別に関わらず、若いがゆえの差別や、生活・職場で抱えている不満・不安・悩みを、自らが主体的に解決していくための組織です。また、「学習・交流・実践」から、仲間との団結を強め、将来の自治労運動を私たちが担っていくことに大きな目的があります。

運動は、なかなか思いどおりに進まないことも多いですが、失敗を恐れずに、仲間と一緒に悩み、考え合い、一歩一歩、運動を進めていくこと、そして、丁寧な総括を行い、次の運動につなげていくことが重要です。そうした運動の積み重ねが、青年が抱える不満や不安の改善につながりますし、仲間の成長・仲間との団結を勝ち取ること、つまりは、青年部最大の獲得目標である組織強化へとつながります。

これまでの取り組みでも、多くの仲間から不満や不安、憤りの声が出されています。そうした仲間一人ひとりの声や実態にこだわり、大衆的な運動を展開していきましょう。

青年部運動を主体的に強化することで、産別自治労を強化し、資本・当局の地方行革攻撃に反撃する強靱な組織の確立と、男女がともに担う青年部づくりをめざして、第12次組織強化方針を実践していきましょう。
２．具体的な推進課題
（１）青年部のあり方について

青年部存続問題は、青年部組織の必要性を確認しながら、青年部のあり方を議論するとともに、青年が結集できる場をつくり、組織強化をめざします。

　①　単組・総支部は、存続問題に対し、地方本部と十分な協議を行い議論を進めます。

　　　　また、将来の青年層の採用にむけて「廃部」ではなく「休部」とし、実態にあわせながら、創意工夫した予算・役員配置・総会のあり方を検討します。

②　地方本部は、単独での運動が困難な単組・総支部の受け皿となり、「学習・交流・実践」の場をつくります。また、年３回（各闘争期）以上オルグに入り、情報の提供や課題の共有など丁寧なサポート体制をつくり、増加傾向にある新規採用者のフォローとあわせて、休廃部中単組の活動再開をめざします。

　　③　道本部は、青年の主体的な議論を進めるため、存続問題に対する課題や情報の共有化を進めていきます。また、新規採用抑制問題に対して、基本組織が進める人員確保闘争とあわせて、青年部が主体的に統一行動を進めます。

（２）男女がともに担う青年部運動について

　　　概ね30歳以下の青年層は、性別を問わず最大限青年部運動に参加・結集することとし、青年部運動の前進をめざします。

　　①　単組・総支部は、青年部の集会・会議等には概ね30歳までの男性・女性が主に結集していきます。また、青年層女性が青年部運動に集中できるよう、役員体制や集会参加体制について、基本組織・女性部との連携・協議を行います。

　　②　地方本部は、役員の半数を青年層女性とし、四役への女性配置をめざします。

あわせて、地方協枠の女性道本部幹事の選出をめざします。

　　③　道本部は、各地方協枠の女性幹事選出議論と、三役への女性配置をめざします。

　　　　また、基本組織・女性部との連携を強化し、男女がともに担う青年部を推進します。


　（３）単組・総支部・地方本部・道本部の体制強化

　　①単組・総支部の組織強化

　　　・地方本部への役員派遣は、単組の四役経験者や候補者など経験も重要視しながら派遣します。
　　　・幹事会の定例化（月１回以上）をめざします。

　　　・教宣紙の発行体制の集団化、定期発行（月１号以上）をめざします。

　　②地方本部の体制強化

　　　・組織強化方針の策定・見直しを行い、役員の選出方法や幹事会のあり方等を主体的に議論します。

　　　・地方本部幹事会の出席率を高めるとともに、役員・幹事の半数交代を追及します。

　　　・各単組・総支部の教宣紙について、地方本部四役への送付や、地方本部幹事会へ持ち寄る体制を確立し、地方本部への情報集中をはかります。

　　　・各種集会や会議で道本部ホームページの紹介を行い、課題や情報の共有化を進め

ます。

　　③道本部の体制強化

　　　・道本部幹事の任期２年と地方本部青年（青年婦人）部長の選出をめざします。

　　　・各種集会や会議で道本部ホームページの紹介を行うとともに、情報共有・運動交流の場として、道本部ホームページを活用していきます。

ホームページ更新や道本部教宣作成など、組合員に見える運動を推進していきます。

３．その他
　第12次組織強化方針は、2017年度（2016年９月）をめどに見直すこととします。
第13次青年部組織強化方針

１．青年部組織の現状と課題

　　この間、自治体職場では、「財政難」「行財政改革」などを理由としながら、地方交付税の削減にともなう賃金削減の強行や退職者不補充などの人員削減、民間委託などあらゆる合理化が強行されてきました。最近は新規採用者数が回復傾向にありますが、いまだに退職者数には追いついておらず、総体としては人員不足の状況は続いています。人員不足の中で社会情勢の変化や住民ニーズの多様化などにより行政に求められる役割は増えており、業務量も増加の一途を辿っています。このことにより、一人ひとりの職員に掛かる負担と責任も増加しており、恒常的な時間外勤務の横行や年次有給休暇取得といった当たり前の権利行使も満足にできない状況から精神疾患をはじめとした健康被害が大きな問題となっており、青年層職員の長期病休・早期退職の増加や、最悪の場合、自ら命を絶ってしまう仲間の状況がつくられています。

　　しかし、このような状況を変えようと思っても、「周りから浮くのが恐い」「集会等では不満や不安の声も出るが、職場に戻ると目の前の仕事に流される」といった声も出されているように職場での運動実践に結びついていない状況もあります。また、ここ数年は新規採用も回復傾向にあることから、青年部の組織人員が急に増えたが、年齢構成の歪みから運動継承がうまくなされていない、経験も少ないままに役員を担うといった状況から活動が停滞している実態も見られます。

　　青年部は、性別に関わらず、若いがゆえの差別や、生活・職場で抱えている不満・不安・悩みを、自らが主体的に解決していくための組織です。また、「学習・交流・実践」から、仲間との団結を強め、将来の自治労運動を私たちが担っていくことに大きな目的があります。

運動は、なかなか思いどおりに進まないことも多いですが、失敗を恐れずに、仲間と一緒に悩み、考え合い、一歩一歩、運動を進めていくこと、そして、丁寧な総括を行い、次の運動につなげていくことが重要です。そうした運動の積み重ねが、青年が抱える不満や不安の改善につながりますし、仲間の成長・仲間との団結を勝ち取ること、つまりは、青年部最大の獲得目標である組織強化へとつながります。

これまでの取り組みでも、多くの仲間から不満や不安、憤りの声が出されています。そうした仲間一人ひとりの声や実態にこだわり、大衆的な運動を展開していきましょう。

青年部運動を主体的に強化することで、産別自治労を強化し、資本・当局の地方行革攻撃に反撃する強靱な組織の確立をめざして、第13次組織強化方針を実践していきましょう。

２．具体的な推進課題

（１）次代の担い手育成および新規採用者の組織化
　①　厳しい生活・職場実態の改善にむけ、組合が必要であることを改めて認識するため、学習・交流の機会を積極的に設けます。また、運動継承がうまく行われていないなどの実態から役員として「何をすればよいかわからない」など組織運営の悩みも多く出されていることから、役員や次期役員候補などを対象とした学習・交流機会を道本部・地方本部が中心となり設け、各単組・総支部との連携を強化するなかから次代の担い手育成を進めていきます。

　②　新規採用者の組織化にむけ、新入組合員むけの学習・交流の機会を積極的に設け、加入促進をはかります。また、近年増加傾向にある民間経験新規採用者対策にも取り組みます。
（２）単組・総支部・地方本部・道本部の体制強化

　　①単組・総支部の組織強化

　　　 ・地方本部への役員派遣は、単組の役員経験者や候補者など経験も重要視しながら派遣します。
　　　・多くの仲間の結集をはかり、誰もが青年部運動に関わる体制を構築するため、学習および交流活動を強化します。
　　　・幹事会の定例化（月１回以上）をめざします。

　　　・教宣紙の発行体制の集団化、定期発行（月１号以上）をめざします。

　　②地方本部の体制強化

　　　・組織強化方針の策定・見直しを行い、役員の選出方法や幹事会のあり方等を主体的に議論します。

　　　・幹事会の定例化（月１回以上）をめざします。

　　　・地方本部幹事会の出席率を高めます。また、持続的な運動継承をはかっていくため役員・幹事の半数交代を追及します。

　　　・各単組・総支部の教宣紙について、地方本部役員への送付や、地方本部幹事会へ持ち寄る体制を確立し、地方本部への情報集中をはかります。

　　　・各種集会や会議で道本部ホームページの紹介を行い、課題や情報の共有化を進めます。

　　③道本部の体制強化

　　　・道本部幹事の任期２年をめざします。
　　　・道本部幹事会の機能を強化するため、幹事の学習活動を推進します。

　　　・地方本部、単組・総支部での学習活動を強化するため、学習資料の提供などを行います。また、必要に応じ、道本部からの講師派遣なども積極的に行います。
　　　・各地方本部、単組・総支部から持ち寄られた実態を共有し、多くの運動交流を図っていくため情報提供を強化し、組合員に見える運動を推進することから往復運動を強化していきます。
　　　・各種集会や会議で道本部ホームページの紹介を行うとともに、情報共有・運動交流の場として、道本部ホームページを活用していきます。
（３）男女がともに担う青年部運動について

　　　各単組・総支部では職員数の男女比率が概ね均衡になりつつあるなかで青年部運動においても、女性が役割を担う機会も増えてきています。しかし、未だ地方本部、単組・総支部の青年部役員においては男性が多い状況です。今後の自治労運動を作っていくためにも女性の青年部運動への参加を増やし、ともに運動を担っていくことが重要です。そのことから、概ね30歳以下の青年層は、性別を問わず最大限青年部運動に参加・結集し、青年部運動の前進をめざします。

　　①　単組・総支部は、青年部の集会・会議等には概ね30歳までの男性・女性が主に結集していきます。また、青年層女性が青年部運動に集中できるよう、役員体制や集会参加体制について、基本組織・女性部との連携・協議を行います。

　　②　地方本部は、役員の半数を青年層女性とし、四役への女性配置をめざします。

　　③　道本部は、各地方協枠の女性幹事選出議論と、三役への女性配置をめざします。

　　　　また、基本組織・女性部との連携を強化し、男女がともに担う青年部を推進します。
３．その他
　第13次組織強化方針は、2020年度（2019年９月）をめどに見直すこととします。
